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明治から未来へ１京都府立図書館の取り組み

柴 田 容 子
（京都府立図書館）

l . は じ め に

京都府立図書館の歴史は長い。明治5(1972)年４月，当館の前身である
｢集書院」と関わりをもつ「集書会社」設立を民間の発起人が京都府に申請
し，認められた(1)。文部省が設立した上野の書籍館開館が同年９月であるこ
とから，集書院を日本で初めての「公開図書館」という人もいる(2)(3)。以後
100年余り，府県立図書館としての当館の役割は，時代と共に変化してきた。
府内各地に直営の図書館を開設するなど本を直接府民に届けた時代，市町

村による図書館活動が活発になりその支援体制を整えた時代，そして多様で
複雑な社会を生きる府民の生涯学習活動を支えるサービスを展開しつつある
現在。本稿では，はじめに当館の沿革を紹介し，現在のサービスについて，
情報を発信する，情報を届ける，情報と出会う，という観点から報告したい。

２京都府立図書館の沿革

京都府によって，集書院が集書会社の南側に開設されたのは明治6(1873)
年。集書院の運営に，集書会社が関わっていく。明治15(1882)年，集書
院は運営に行き詰まり，いったん閉鎖される(4)。
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明治から未来へｌ京都府立図書館の取り組み２４１

図書館間の相互貸借や連絡協力車の運行等も,K-libネットで管理されて
おり,K-libネット参加館だけが使える機能となっている。協力レファレン
スというシステムもあり，住民からの調査・相談に対して自館の資料で対応
できなかった場合，参加館に対し問い合わせることができる。質問を見た参
加館は，それぞれ調査を行い，同じくネットワークを通じて質問館に知らせ
ることができる。なお，前述の市町村リクエストもK-libネットで処理でき
る。K-libネットには参加館同士の連絡に使えるメッセージ機能もある。
京都府立図書館では，市町村図書館等に対する研修も行っている。初任者
研修・レファレンス初級研修・レファレンス中級研修のほか，市町村図書館
等に地理的に近いところで実施する通称出前研修を行っている。同じ内容の
研修を京都府北部・中部・南部の３か所で１年に３テーマ実施している。
このほか，市町村や市町村図書館等が読書団体や小中学校での読書活動を

支援するため必要な図書をまとまって借りることができる貸出文庫や学校支
援セットを用意している。学校支援セットは，あらかじめいくつかのテーマ
を設定し，用意しておいた図書をセット単位で貸出するものである。
近年は，京都府立高等学校へのサービスにも力を入れている。府内市町村
図書館等の協力も頂き，府立高校が必要とする当館所蔵図書を連絡協力車で
直接あるいは最寄りの市町村図書館等まで届けている。また，府立高校に対
しても学校支援セットを用意している。学校支援セット貸出は，平成２０
(2008）年度から開始し，現在では小中高あわせて年間約1万冊の貸出まで
成長している。京都府立図書館での調べ学習の受入も行っている。

5．情報と出会う京都府立図書館

京都府立図書館は，現在３フロアで運営している。
２階閲覧室は，マルチメデイア閲覧室として，データベースや映像資料等
の非図書資料を提供するフロアになっている｡１階閲覧室は，外部から入館
してすぐのフロアになり，貸出返却等の手続きを行うフロアとなっている。
地階閲覧室が最も多くの図書を並べた一番大きな閲覧室となっている。
地階カウンターでは，複写，書庫資料請求，調査相談等を受け付けてい
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244各地の生涯教育

第２表平成25年度実施事業等
事 業 名 概 要

館内見学会 毎月第３水曜日実施
｢京都学生祭典」「時代祭」時にも臨時開催

図書館活用講座 図書館の使い方や情報の探し方に関する講座
パネル展示「図書館いまむ
かし」

国立国会図書館関西館で実施された関西館１０周年記
念展示より抜粋，編集

パネル展示「図書館で，
都のええトコ再発見！」

京 京都府内市町村図書館等の特色とその地域の観光情
報等を併せて紹介
地域の観光団体等からのポスターやパンフレットを
展示

｢種田山頭火の俳句から発想
した絵本」作品展示

京都市立芸術大学との連携事業

小説からの発想作品展示 京都市立芸術大学との連携事業

オリジナルブックカバー及
びしおりの配布

京都市立芸術大学との連携事業

京都市立芸術大学@KCUA
(アクア）展覧会連携ブック
リスト

アクア展覧会出品作品創作に影響を受けた本など関
連するブックリストをアクアと共に作成

｢研究者の本棚」 ｢京都大学アカデミックデイ2013」に協力し，研究
者からのおすすめ本のコーナーを設置

本を楽しむ，科学と遊ぶ
ワークショップ

井戸端サイエンスエ房と共催
参加者が研究者の話を聞き，話し合い，テーマに
あった本を見つけ，語り合うワークショップ

NHKEテレ「考えるカラ
ス」連動ワークショップ

科学の考え方を図書館で学ぶワークシヨップ
京都大学及び滋賀大学の研究グループなどと連携

府民講演会「新島八重さん
の入門講座」

NHK大河ドラマ及び京都文化博物館特別展に併せ
て実施

古典の日・読書記念講演会
｢皇州の喉口」

名所図会の誕生と京都府立図書館がある東山地域の
紹介

府民講演会「冑がん・大腸
がんの予防を目指して」

京都府立医科大学附属図書館と連携
渡邊能行附属図書館長による講演会
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や状況下，工夫を凝らした活動を展開している。この人口規模の図書館・読
書施設では，フットワーク軽<地域に密着した活動を展開し，子どもたちの
興味を引く取組みをしたり，学校へ出向いて読み聞かせをしたりしている。
最後に人口１万人以下の町村が６町村ある。スタッフの方々のお話しをお
聞きすると，住民に近いところで，生活の中にある図書館・読書施設として
サービス展開していることがわかる。利用者と家族のようなつながりをもた
れていると感じられることもある。２自治体が図書館を設置している。

7．終わりに

現在，京都府立図書館では，サービス計画(釦)を策定し，順次実施してい
るところである。府内の市町村図書館等との連携，学校・大学等の教育機関
や立地している京都市岡崎地区との連携等，様々なつながりのなかで，当館
は活動している。現在進行中の，類縁機関である京都府立総合資料館の新館
開館，近隣施設であるロームシアター京都（京都会館）のリニューアルなど
から刺激を受け，更なる発展を遂げ，よりよい府民サービスにつなげていき
たい。

注記
(1)
（２）
（３）
（４）
（５）
（６）
（７）
（８）
（９）
(10)
( l l )
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